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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メトキシエチルメタクリレート（ＭＯＥＭＡ）のミッドブロックと、Ａ及びＢの末端ブ
ロックとを含み、一般式Ａ－［ＭＯＥＭＡ］ｎ－Ｂ（式中、ｎは１～１０００００の正の
整数である）を有し、
　Ａ及びＢブロックが、疎水性モノマー又は親水性モノマーから形成され、
　疎水性モノマーが、一般式（Ｒ１）（Ｒ２）Ｃ＝ＣＨ２（式中、Ｒ１及びＲ２は非水素
基である）を有する第三級炭素を有するビニルモノマー、フッ化メタクリレートモノマー
、フッ化アクリレートモノマー、２－フェニルアクリレート及び２－フェニルアクリルア
ミドから選択され、
　親水性モノマーが、１種若しくは複数の親水基を有するビニルモノマー、メタクリルア
ミド又はアクリルアミドであり、
　親水基が、ピロリドン基（複数可）、カルボン酸基（複数可）、スルホン基（複数可）
、スルホン酸基（複数可）、アミノ基（複数可）、アルコキシ基（複数可）、アミド基（
複数可）、エステル基（複数可）、酢酸基（複数可）、ポリ（エチレングリコール）基（
複数可）、ポリ（プロピレングリコール）基（複数可）、ポリ（テトラメチレングリコー
ル）基（複数可）、ポリ（アルキレンオキシド）基（複数可）、ヒドロキシル基（複数可
）、又は置換基であり、
　置換基が、コリン、ホスホリルコリン、２－アミノエチルメタクリレート塩酸塩、Ｎ－
（３－アミノプロピル）メタクリルアミド塩酸塩、２－Ｎ－モルホリノエチルメタクリレ
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ート、ビニル安息香酸、ビニルスルホン酸若しくはスチレンスルホネートを有する置換基
、又は、ピロリドン基（複数可）、カルボン酸基（複数可）、スルホン基（複数可）、ス
ルホン酸基（複数可）、アミノ基（複数可）、アルコキシ基（複数可）、アミド基（複数
可）、エステル基（複数可）、酢酸基（複数可）、ポリ（エチレングリコール）基（複数
可）、ポリ（プロピレングリコール）基（複数可）、ポリ（テトラメチレングリコール）
基（複数可）、ポリ（アルキレンオキシド）基（複数可）若しくはヒドロキシル基（複数
可）を有する置換基である、ブロックコポリマー。
【請求項２】
　ミッドブロックが、３０ｋＤａ～１００ｋＤａの数平均分子量（Ｍｎ）を有する、請求
項１に記載のブロックコポリマー。
【請求項３】
　Ａ及びＢの末端ブロックが、５ｋＤａ～４０ｋＤａの数平均分子量（Ｍｎ）を独立して
有する、請求項１に記載のブロックコポリマー。
【請求項４】
　ミッドブロックが、親水性ペンダント基を有するモノマー由来の単位を含む、請求項１
に記載のブロックコポリマー。
【請求項５】
　親水性ペンダント基を有するモノマー由来の単位が、ミッドブロックの１５重量％まで
を構成する、請求項４に記載のブロックコポリマー。
【請求項６】
　親水性ペンダント基が、ヒドロキシル基又はアミノ基である、請求項５に記載のブロッ
クコポリマー。
【請求項７】
　親水性ペンダント基を有するモノマーが、ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ
）又はアミノエチルメタクリレート（ＡＥＭＡ）である、請求項５に記載のブロックコポ
リマー。
【請求項８】
　ヒドロキシル基又はアミノ基を介してミッドブロックに結合したペプチド、薬物、活性
化合物、又は親水性側鎖をさらに含む、請求項６に記載のブロックコポリマー。
【請求項９】
　親水性ドメイン（複数可）と疎水性ドメイン（複数可）とを含む両親媒性コポリマーで
ある、請求項１に記載のブロックコポリマー。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載のブロックコポリマーを含む、医療用具上のコーテ
ィング。
【請求項１１】
　生理活性薬剤をさらに含む、請求項１０に記載のコーティング。
【請求項１２】
　パクリタキセル、ドセタキセル、エストラジオール、１７－β－エストラジオール、一
酸化窒素供与体、スーパーオキシドジスムターゼ、スーパーオキシドジスムターゼ模倣体
、４－アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－１－オキシル（４－アミノ－
ＴＥＭＰＯ）、タクロリムス、デキサメタゾン、ラパマイシン、ラパマイシン誘導体、４
０－Ｏ－（２－ヒドロキシ）エチル－ラパマイシン（エベロリムス）、４０－Ｏ－（３－
ヒドロキシ）プロピル－ラパマイシン、４０－Ｏ－［２－（２－ヒドロキシ）エトキシ］
エチル－ラパマイシン及び４０－Ｏ－テトラゾール－ラパマイシン、４０－エピ－（Ｎ１
－テトラゾリル）－ラパマイシン（ＡＢＴ－５７８）、γ－ヒリダン、クロベタゾール、
モメタゾン、ピメクロリムス、イマチニブメシレート、若しくはミドスタウリン、又はこ
れらのプロドラッグ、コドラッグ、若しくは組合せから選択される生理活性薬剤をさらに
含む、請求項１０に記載のコーティング。
【請求項１３】
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　請求項９に記載の両親媒性ブロックコポリマーを含み、親水性薬物及び疎水性薬物をさ
らに含むコーティングであって、親水性薬物及び疎水性薬物の制御放出をもたらすコーテ
ィング。
【請求項１４】
　親水性薬物が、ペプチド又は電荷を帯びた薬物である、請求項１３に記載のコーティン
グ。
【請求項１５】
　親水性薬物が、ＲＧＤ、ｃＲＧＤ又はこれらの模倣剤である、請求項１４に記載のコー
ティング。
【請求項１６】
　医療用具がステントである、請求項１２に記載のコーティング。
【請求項１７】
　医療用具が生体吸収性ステントである、請求項１２に記載のコーティング。
【請求項１８】
　医療用具がステントである、請求項１３に記載のコーティング。
【請求項１９】
　医療用具が生体吸収性ステントである、請求項１３に記載のコーティング。
【請求項２０】
　医療用具が、アテローム性動脈硬化症、血栓症、再狭窄、出血、血管の解離又は穿孔、
血管動脈瘤、不安定プラーク、慢性完全閉塞、跛行、静脈グラフト及び人工グラフトの吻
合部の増殖、胆管閉塞症、尿道閉塞症、腫瘍閉塞症、糖尿病の血管性疾患並びにこれらの
組合せから選択される病状用である、請求項１０に記載のコーティング。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
［発明の分野］
　本発明は一般に、薬物溶出性ステントなどの移植可能な装具をコーティングするための
、メトキシエチルメタクリレートのミッドブロックを含むブロックコポリマーに関する。
【０００２】
［背景技術の説明］
　血管閉塞は通常、ステントの使用などにより、罹患血管の血流を機械的に増進させるこ
とによって治療する。ステントは、機械的介入ばかりでなく、生物学的治療を提供するた
めの媒体としても用いられる。ステントによる薬物適用において、活性薬剤の制御送達を
達成するために、生体適合性ポリマーコーティングでステントをコーティングすることが
できる。この生体適合性ポリマーコーティングは、薬剤の制御送達を可能にするための浸
透性の層又は担体のいずれかとして機能できる。
【０００３】
　ステントは、機械的にうまく作動するにもかかわらず、再狭窄と、発生頻度はより低い
が、ステント血栓症という慢性的問題が残っている。薬物送達ステントの形態での薬理的
治療は、これらの問題に取り組むための実現可能な手段であるように思われる。ステント
上のポリマーコーティングは、薬物の貯蔵所としての機能及び薬物放出の制御という機能
の両方の役目を果たす。市販されているポリマーコーティング製品の１つが、Ｂｏｓｔｏ
ｎ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃが製造するステントである。例えば、Ｂｏｓｔｏｎ　Ｓｃｉｅ
ｎｔｉｆｉｃ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎに譲渡された米国特許第５８６９１２７号、第６
０９９５６３号、第６１７９８１７号、及び第６１９７０５１号は、医療用具をコーティ
ングするための様々な組成物を記載している。これらの組成物は、これらの明細書中に記
載したステントの生体適合性を強化するが、任意選択で生理活性薬剤を含んでもよい。Ｓ
ｃｉｍｅｄ　Ｌｉｆｅ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ．への米国特許第６２３１５９０号は、
生理活性薬剤、コラーゲン性物質を含むコーティング組成物、又は任意選択で、他の生理
活性薬剤を含有する、若しくはコーティングされているコラーゲン性コーティングについ
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て記載している。
【０００４】
　コーティング用ポリマーの性質は、コーティングの表面特性を規定する上で重要な役割
を果たす。例えば、コーティング用ポリマーの親水性／疎水性は、薬物放出を制御する上
で重要な役割を果たす。例えば、疎水性コーティングは、コーティングの水の取り込みを
減らすことによって、コーティング中の薬物の放出速度を低下させることができる一方、
親水性コーティングは、コーティングの水の取り込みを増やすことによって、薬物の放出
速度を上昇させることができる。
【０００５】
　したがって、医療用具上のコーティングの必要性を満たすように調整することができる
ポリマー材料が必要とされる。
【０００６】
　本明細書中に開示されるポリマー及びポリマーを作製する方法は、上記の問題を解決す
るためのものである。
【０００７】
［発明の概要］
　本発明では、異なるモノマーからのポリマーブロックの逐次重合によるブロックコポリ
マーを提供する。このブロックコポリマーは、優れた分子量制御並びに目的に合わせた物
理特性及び機械特性を有する。これらのポリマーは、多様な特性を有する生理活性薬剤の
制御放出に使用することができる。例えば、本明細書に記載されているブロックコポリマ
ーを使用して、移植可能な装具上にコーティングを形成することができ、このコーティン
グは生理活性薬剤を任意選択で含むことができる。
【０００８】
　本明細書に記載されているブロックコポリマーは、様々な物理特性及び機械特性を有す
るように調整することができる。例えば、ブロックコポリマーは、疎水性ブロック及び親
水性ブロックを含む両親媒性コポリマーとすることができる。このポリマーを医療用具上
のコーティングを形成するために使用する場合、相分離が生じて、これによって医療用具
上に顕微鏡スケールでの均質なコーティングをもたらすことができる。この現象を利用し
て、１種又は複数の薬物の放出を制御することができる。例えば、相分離した両親媒性コ
ポリマーは、疎水性薬物をこのコポリマーの疎水性ドメイン内に、親水性薬物をこのコポ
リマーの親水性ドメイン内に受け入れることができ、多様な特性を有する生理活性薬剤の
同時制御放出を可能にする。一部の実施形態において、両親媒性ブロックコポリマーは、
有機溶媒への親水性ペプチドの溶解を可能にすることができ、これはペプチドを含むコー
ティングをスプレーコーティングで形成するために重要である。
【０００９】
　本明細書に記載されているブロックコポリマーを含むコーティングは、生理活性薬剤を
含むことができる。いくつかの具体的な薬剤はパクリタキセル、ドセタキセル、エストラ
ジオール、一酸化窒素供与体、スーパーオキシドジスムターゼ、スーパーオキシドジスム
ターゼ模倣体、４－アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－１－オキシル（
４－アミノ－ＴＥＭＰＯ）、バイオリムス、タクロリムス、デキサメタゾン、ラパマイシ
ン、ラパマイシン誘導体、４０－Ｏ－（２－ヒドロキシ）エチル－ラパマイシン（エベロ
リムス）、４０－Ｏ－（３－ヒドロキシ）プロピル－ラパマイシン、４０－Ｏ－［２－（
２－ヒドロキシ）エトキシ］エチル－ラパマイシン、及び４０－Ｏ－テトラゾール－ラパ
マイシン、４０－エピ－（Ｎ１－テトラゾリル）－ラパマイシン（ＡＢＴ－５７８）、ク
ロベタゾール、ピメクロリムス、イマチニブメシレート、ミドスタウリン、これらのプロ
ドラッグ、これらのコドラッグ、又はこれらの組合せが挙げられるが、これらに限らない
。
【００１０】
　本明細書に記載されている特徴を有する医療用具を使用して、アテローム性動脈硬化症
、血栓症、再狭窄、出血、血管の解離又は穿孔、血管動脈瘤、不安定プラーク、慢性完全
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閉塞、跛行、吻合部の増殖（静脈グラフト及び人工グラフトの場合）、胆管閉塞症、尿道
閉塞症、腫瘍閉塞症、及びこれらの組合せなどの病状を治療、予防、又は改善することが
できる。
【００１１】
［詳細な説明］
　本発明では、異なるモノマーからのポリマーブロックの逐次重合によるブロックコポリ
マーを提供する。ブロックコポリマーは、優れた分子量制御並びに目的に合わせた物理特
性及び機械特性を有する。これらのポリマーは、多様な特性を有する生理活性薬剤の制御
放出に使用することができる。例えば、本明細書に記載されているブロックコポリマーを
使用して、移植可能な装具上にコーティングを形成することができ、このコーティングは
生理活性薬剤を任意選択で含むことができる。
【００１２】
　本明細書に記載されているブロックコポリマーは、様々な物理特性及び機械特性を有す
るように調整することができる。例えば、ブロックコポリマーは、疎水性ブロック及び親
水性ブロックを含む両親媒性コポリマーとすることができる。ポリマーを医療用具上のコ
ーティングを形成するために使用する場合、相分離が生じて、これによって医療用具上に
顕微鏡スケールでの均質なコーティングをもたらすことができる。この現象を利用して、
１種又は複数の薬物の放出を制御することができる。例えば、相分離した両親媒性コポリ
マーは、疎水性薬物をこのコポリマーの疎水性ドメイン内に、親水性薬物をこのコポリマ
ーの親水性ドメイン内に受け入れることができ、多様な特性を有する生理活性薬剤の同時
制御放出を可能にする。一部の実施形態において、この疎水性薬物は、パクリタキセル、
ドセタキセル、エストラジオール、１７－β－エストラジオール、一酸化窒素供与体、ス
ーパーオキシドジスムターゼ、スーパーオキシドジスムターゼ模倣体、４－アミノ－２，
２，６，６－テトラメチルピペリジン－１－オキシル（４－アミノ－ＴＥＭＰＯ）、タク
ロリムス、デキサメタゾン、ラパマイシン、ラパマイシン誘導体、４０－Ｏ－（２－ヒド
ロキシ）エチル－ラパマイシン（エベロリムス）、４０－Ｏ－（３－ヒドロキシ）プロピ
ル－ラパマイシン、４０－Ｏ－［２－（２－ヒドロキシ）エトキシ］エチル－ラパマイシ
ン、及び４０－Ｏ－テトラゾール－ラパマイシン、４０－エピ－（Ｎ１－テトラゾリル）
－ラパマイシン（ＡＢＴ－５７８）、γ－ヒリダン、クロベタゾール、モメタゾン、ピメ
クロリムス、イマチニブメシレート、若しくはミドスタウリン、又はこれらのプロドラッ
グ、コドラッグ、若しくは組合せのうちのいずれでもよい。一部の実施形態において親水
性薬物は、ペプチド（例えば、ＲＧＤ、ｃＲＧＤ若しくはその模倣剤）又は電荷を帯びた
薬物であってよい。
【００１３】
　一部の実施形態において、両親媒性ブロックコポリマーは、有機溶媒への親水性ペプチ
ドの溶解を可能にすることができ、これはペプチドを含むコーティングをスプレーコーテ
ィングで形成するために重要である。
【００１４】
　本明細書に記載される特徴を有するブロックコポリマーを含むコーティングを有する医
療用具を使用して、アテローム性動脈硬化症、血栓症、再狭窄、出血、血管の解離又は穿
孔、血管動脈瘤、不安定プラーク、慢性完全閉塞、跛行、吻合部の増殖（静脈グラフト及
び人工グラフトの場合）、胆管閉塞症、尿道閉塞症、腫瘍閉塞症、及びこれらの組合せな
どの病状を治療、予防、又は改善することができる。
【００１５】
　一部の実施形態において、本明細書に記載されているブロックコポリマーは、メトキシ
エチルメタクリレート（ＭＯＥＭＡ）のミッドブロックを含むことができる。そのような
ブロックコポリマーは、一般式
Ａ－［ＭＯＥＭＡ］ｎ－Ｂ（式Ｉ）
（式中、Ａ及びＢは、同じでも異なっていてもよく、ｎは、約１～約１０００００、約１
０～約５００００、約１００～約１００００、又は約２００（例えば、２０８）～約５０
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０（例えば、約４８６）の正の整数である）を有することができる。一部の実施形態にお
いて、ブロックコポリマーは、異なるブロックの逐次の組込み又は導入を介して形成する
ことができる。ミッドブロックは、ＭＯＥＭＡ以外のモノマー（非ＭＯＥＭＡモノマー）
を含むことができる。例えば、親水性ペンダント基を有するモノマー、例えばペンダント
のヒドロキシル基又はアミン基などを、ＭＯＥＭＡと共重合することによってミッドブロ
ックを形成することができる。ペンダントのヒドロキシル基を有するモノマーのいくつか
の例は、任意のヒドロキシルアルキル基、例えばヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥ
ＭＡ）、ヒドロキシプロピルメタクリレート（ＨＰＭＡ）、ヒドロキシエチルアクリレー
ト（ＨＥＡ）、又はヒドロキシプロピルアクリレート（ＨＰＡ）などであってよい。アミ
ノ基を有するモノマーのいくつかの例は、任意のアミノアルキル基のもの、例えばアミノ
エチルメタクリレート（ＡＥＭＡ）、アミノプロピルメタクリレート（ＡＰＭＡ）、アミ
ノエチルアクリレート（ＡＥＡ）、又はアミノプロピルアクリレート（ＡＰＡ）などであ
ってよい。一部の実施形態においては、そのような非ＭＯＥＭＡモノマーが、ミッドブロ
ックの１５重量％までを構成することができる。
【００１６】
　ミッドブロック内での単位のペンダント基を使用して、生理活性薬剤を結合（ａｔｔａ
ｃｈ）させることができる。例えば、ヒドロキシル基又はアミノ基などのペンダント基を
使用して、ペプチド、薬物、活性化合物、例えば一酸化窒素発生剤、又は親水性側鎖、例
えばポリ（エチレングリコール）を、確立した手順を介して、例えばＤＣＣカップリング
ケミストリを介して結合させることができる（例えば、Ｍｅｌａｎｉｅ　Ｒｅｉｃｈ、Ｓ
ｙｎｔｈｅｔｉｃ１２９ページ（２００１）、Ｄ．Ｓｅｈｇａｌ、Ｉ．Ｋ．Ｖｉｊａｙ、
Ａｎａｌ．Ｂｉｏｃｈｅｍ．２１８：８７（１９９４）；Ｒｉｋｌｉｎら、Ｎａｔｕｒｅ
、３７６：６７２～６７５（１９９５）を参照されたい）。
【００１７】
　一部の実施形態において、ＭＯＥＭＡミッドブロックは、異なる分子量を有することが
できる。例えば、ミッドブロックは、約１０ｋＤａ～約１４０ｋＤａ、又は約３０ｋＤａ
～約１００ｋＤａ（例えば、約２０ｋＤａ、約３０ｋＤａ、約４０ｋＤａ、約５０ｋＤａ
、約６０ｋＤａ、約７０ｋＤａ、約８０ｋＤａ、約９０ｋＤａ又は約１００ｋＤａ）の数
平均分子量（Ｍｎ）を有することができる。その末端ブロック（複数可）は、約１ｋＤａ
～約５０ｋＤａ、又は約５ｋＤａ～約４０ｋＤａ（例えば、約２ｋＤａ、約３ｋＤａ、約
４ｋＤａ、約６ｋＤａ、約７ｋＤａ、約８ｋＤａ、約９ｋＤａ、約１０ｋＤａ、約１５ｋ
Ｄａ、約２５ｋＤａ、約３０ｋＤａ、又は約４０ｋＤａ）の数平均分子量（Ｍｎ）を有す
ることができる。
【００１８】
　一部の実施形態において、式ＩのＡ及びＢブロックは、親水性モノマー及び／又は疎水
性モノマーから形成することができる。Ａ及びＢの両ブロックは、数として１～約１００
０００、約１０～約５００００、約５０～約１００００、又は約１００～約５００（例え
ば、約４００）個のモノマー由来の単位を含むことができる。Ａ又はＢブロックを形成す
るのに有用な疎水性モノマーは、例えば、一般式（Ｒ１）（Ｒ２）Ｃ＝ＣＨ２（式中、Ｒ

１及びＲ２は非水素基である）を有する第三級炭素を有するビニルモノマーであってよい
。一実施形態において、この疎水性モノマーは、任意のメタクリレート又はフッ化メタク
リレートモノマーとすることができる。疎水性モノマーは、代わりにアクリレート又はフ
ッ化アクリレートモノマーであってよい。別の代替として、疎水性モノマーは２－フェニ
ルアクリレート又は２－フェニルアクリルアミドであってよい。これら疎水性モノマーの
エステル基は、Ｃ１～Ｃ６の短鎖アルキル基を有することができる。フッ化メタクリレー
トモノマーの例は、１Ｈ，１Ｈ，２Ｈ，２Ｈ－ヘプタデカフルオロデシルメタクリレート
及び１Ｈ，１Ｈ，３Ｈ－ヘキサフルオロブチルメタクリレートである。親水性モノマーは
１種又は複数の親水基を有する任意のビニルモノマー、メタクリルアミド又はアクリルア
ミドであってよい。親水基のいくつかの例は、ピロリドン基（複数可）、カルボン酸基（
複数可）、スルホン基（複数可）、スルホン酸基（複数可）、アミノ基（複数可）、アル
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コキシ基（複数可）、アミド基（複数可）、エステル基（複数可）、酢酸基（複数可）、
ポリ（エチレングリコール）基（複数可）、ポリ（プロピレングリコール）基（複数可）
、ポリ（テトラメチレングリコール）基（複数可）、ポリ（アルキレンオキシド）基（複
数可）、ヒドロキシル基（複数可）、又は電荷及び／若しくは任意のピロリドン基（複数
可）、カルボン酸基（複数可）、スルホン基（複数可）、スルホン酸基（複数可）、アミ
ノ基（複数可）、アルコキシ基（複数可）、アミド基（複数可）、エステル基（複数可）
、酢酸基（複数可）、ポリ（エチレングリコール）基（複数可）、ポリ（プロピレングリ
コール）基（複数可）、ポリ（テトラメチレングリコール）基（複数可）、ポリ（アルキ
レンオキシド）基（複数可）、及びヒドロキシル基（複数可）を有する置換基である。い
くつかの具体的な親水性モノマーは、ビニルピロリドン、ヒドロキシエチルメタクリレー
ト、ヒドロキシプロピルメタクリレート、メチルビニルエーテル、アルキルビニルエーテ
ル、ビニルアルコール、メタクリル酸、アクリル酸、アクリルアミド、Ｎ－アルキルアク
リルアミド、ヒドロキシプロピルメタクリルアミド、酢酸ビニル、２－スルホエチルメタ
クリレート、３－スルホプロピルアクリレート、３－スルホプロピルメタクリレート、及
びＰＥＧ－メタクリレートである。電荷を有するいくつかの具体的な置換基は、例えば、
コリン、ホスホリルコリン、２－アミノエチルメタクリレート塩酸塩、Ｎ－（３－アミノ
プロピル）メタクリルアミド塩酸塩、２－Ｎ－モルホリノエチルメタクリレート、ビニル
安息香酸、ビニルスルホン酸、及びスチレンスルホネートであってよい。
【００１９】
　本明細書に記載されているポリマーは、原子移動重合（ＡＴＲＰ）によって合成するこ
とができる（Ｐｅｒｒｉｅｒら、Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔ　５８　４０５３（
２００２）；Ｊｏら、Ｐｏｌｙｍ　Ｂｕｌｌ（Ｂｅｒｌｉｎ）４４：１（２００２））。
ＡＴＲＰは逐次段階で行うことにより、異なるブロックを取り込むことができる（例えば
、Ｈｏｎｇら、Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ、３６（１）：２７～３５（２００３）を
参照されたい）。例えば、式Ｉのポリマーは、（１）ＡＴＲＰ触媒の存在下で、ブロック
Ａのためのある量のモノマーを重合させて、Ａブロックを作製するステップと、（２）Ａ
ブロックポリマー及びＡＴＲＰ触媒の存在下で、ミッドブロックのためのある量のモノマ
ーを重合させて、Ａブロック及びミッドブロックを含むポリマーを形成するステップと、
（３）Ａブロック及びミッドブロックを含むポリマー並びにＡＴＲＰ触媒の存在下で、Ｂ
ブロックのためのある量のモノマーを重合させて、式Ｉのブロックコポリマーを形成する
ステップとにより調製することができる。それぞれのモノマーの量は、Ａ、Ｂ及びミッド
ブロックのそれぞれの分子量により決定される。
【００２０】
　異なるブロックを形成する順序は、様々であってよく、当業者により決定することがで
きる。様々なＡＴＲＰ触媒が文書により十分に立証されている。一般的にそのような触媒
は、金属錯体を含む。好ましい金属錯体は、銅（Ｉ）触媒である。
【００２１】
　一部の実施形態において、本明細書に記載されているブロックコポリマーは、当分野で
知られている方法で合成することができる（例えば、Ｄ．Ｂｒａｕｎら、Ｐｏｌｙｍｅｒ
　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ：Ｔｈｅｏｒｙ　ａｎｄ　Ｐｒａｃｔｉｃｅ．Ｆｕｎｄａｍｅｎｔ
ａｌｓ，Ｍｅｔｈｏｄｓ，Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｓ．３ｒｄ　ｅｄ．、Ｓｐｒｉｎｇｅｒ
、２００１；Ｈａｎｓ　Ｒ　Ｋｒｉｃｈｅｌｄｏｒｆ、Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｐｏｌ
ｙｍｅｒ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ、Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ　Ｉｎｃ．、１９９２；Ｇ
．Ｏｄｉａｎ、Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅｒｉｚａｔｉｏｎ、３ｒｄ　
ｅｄ．Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ、１９９１を参照されたい）。例えば、フリ
ーラジカル法を使用することによって、ポリマーを作製することができる（例えば、Ｄ．
Ｂｒａｕｎら、Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ：Ｔｈｅｏｒｙ　ａｎｄ　Ｐｒａｃ
ｔｉｃｅ．Ｆｕｎｄａｍｅｎｔａｌｓ，Ｍｅｔｈｏｄｓ，Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｓ．３ｒ
ｄ　Ｅｄ．、Ｓｐｒｉｎｇｅｒ、２００１；Ｈａｎｓ　Ｒ．Ｋｒｉｃｈｅｌｄｏｒｆ、Ｈ
ａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ、Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋ
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ｅｒ　Ｉｎｃ．、１９９２を参照されたい）。
【００２２】
（生体適合性ポリマー）
　上述したブロックコポリマーを使用することによって、移植可能な装具、例えばステン
ト上にコーティングを形成することができる。ブロックコポリマーは、単独で又は別のポ
リマーと組み合わせて使用することができる。そのような他のポリマーは、ホモポリマー
又はブロックコポリマー若しくはランダムコポリマーであってよい。そのような他のポリ
マーは、生分解性（生体侵食性若しくは生体吸収性の両方）又は非分解性であってよい。
代表的な生体適合性ポリマーは、ポリ（エステルアミド）、ポリヒドロキシアルカノエー
ト（ＰＨＡ）、ポリ（３－ヒドロキシアルカノエート）、例えばポリ（３－ヒドロキシプ
ロパノエート）、ポリ（３－ヒドロキシブチレート）、ポリ（３－ヒドロキシバリレート
）、ポリ（３－ヒドロキシヘクサノエート）、ポリ（３－ヒドロキシヘプタノエート）及
びポリ（３－ヒドロキシオクタノエート）など、ポリ（４－ヒドロキシアルカノエート）
、例えばポリ（４－ヒドロキシブチレート）、ポリ（４－ヒドロキシバリレート）、ポリ
（４－ヒドロキシヘクサノート）、ポリ（４－ヒドロキシヘプタノエート）、ポリ（４－
ヒドロキシオクタノエート）及び本明細書中に記載されている３－ヒドロキシアルカノエ
ート若しくは４－ヒドロキシアルカノエートのモノマー又はそのブレンドのうちのいずれ
かを含むコポリマーなど、ポリ（Ｄ，Ｌ－ラクチド）、ポリ（Ｌ－ラクチド）、ポリグリ
コリド、ポリ（Ｄ，Ｌ－ラクチド－ｃｏ－グリコリド）、ポリ（Ｌ－ラクチド－ｃｏ－グ
リコリド）、ポリカプロラクトン、ポリ（ラクチド－ｃｏ－カプロラクトン）、ポリ（グ
リコリド－ｃｏ－カプロラクトン）、ポリ（ジオキサノン）、ポリ（オルトエステル）、
ポリ（トリメチレンカーボネート）、ポリ（無水塩）、ポリ（チロシンカーボネート）及
びこの誘導体、ポリ（チロシンエステル）及びこの誘導体、ポリ（イミノカーボネート）
、ポリ（グリコール酸－ｃｏ－トリメチレンカーボネート）、ポリリン酸エステル、ポリ
リン酸エステルウレタン、ポリ（アミノ酸）、ポリシアノアクリレート、ポリ（イミノカ
ーボネート）、ポリウレタン、ポリホスファゼン、シリコーン、ポリエステル、ポリオレ
フィン、ポリイソブチレン及びエチレンαオレフィンのコポリマー、アクリル系ポリマー
及びコポリマー、ハロゲン化ビニルのポリマー及びコポリマー、例えばポリ塩化ビニルな
ど、ポリビニルエーテル、例えばポリビニルメチルエーテルなど、ポリハロゲン化ビニリ
デン、例えばポリ塩化ビニリデンなど、ポリアクリロニトリル、ポリビニルケトン、ポリ
ビニル芳香族、例えばポリスチレンなど、ポリビニルエステル、例えばポリビニルアセテ
ートなど、ビニルモノマー相互の及びオレフィンとのコポリマー、例えばエチレンメチル
メタクリレートコポリマーなど、アクリロニトリルスチレンコポリマー、ＡＢＳ樹脂、及
びエチレン酢酸ビニルコポリマー、ポリアミド、例えばナイロン６６及びポリカプロラク
タムなど、アルキド樹脂、ポリカーボネート、ポリオキシメチレン、ポリイミド、ポリエ
ーテル、ポリ（セバシン酸グリセリル）、ポリ（フマル酸プロピレン）、ポリ（ｎ－ブチ
ルメタクリレート）、ポリ（ｓｅｃ－ブチルメタクリレート）、ポリ（イソブチルメタク
リレート）、ポリ（ｔｅｒｔ－ブチルメタクリレート）、ポリ（ｎ－プロピルメタクリレ
ート）、ポリ（イソプロピルメタクリレート）、ポリ（エチルメタクリレート）、ポリ（
メチルメタクリレート）、ヒドロキシルを有するモノマーのポリマー及びコポリマー、例
えばＨＥＭＡ、ヒドロキシプロピルメタクリレート（ＨＰＭＡ）、ヒドロキシプロピルメ
タクリルアミド、ＰＥＧアクリレート（ＰＥＧＡ）、ＰＥＧメタクリレート、２－メタク
リロイルオキシエチルホスホリルコリン（ＭＰＣ）及びｎ－ビニルピロリドン（ＶＰ）な
ど、カルボン酸を有するモノマー、例えばメタクリル酸（ＭＡ）、アクリル酸（ＡＡ）、
アルコキシメタクリレート、アルコキシアクリレート、及び３－トリメチルシリルプロピ
ルメタクリレート（ＴＭＳＰＭＡ）など、エポキシ樹脂、ポリウレタン、レーヨン、レー
ヨントリアセテート、酢酸セルロース、酪酸セルロース、酢酸酪酸セルロース、セロハン
、硝酸セルロース、プロピオン酸セルロース、セルロースエーテル、カルボキシメチルセ
ルロース、ポリエーテル、例えばポリ（エチレングリコール）（ＰＥＧ）、コポリ（エー
テルエステル）（例えばＰＥＯ／ＰＬＡ）など、ポリアルキレンオキシド、例えばポリ（
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エチレンオキシド）、ポリ（プロピレンオキシド）など、ポリ（エーテルエステル）、ポ
リアルキレンオキサレート、ポリホスファゼン、ペンダント基を有するポリマーｃｕがホ
スホリルコリン又はコリンを有する、ポリ（アスピリン）、ポリ（スチレン－イソプレン
－スチレン）－ＰＥＧ（ＳＩＳ－ＰＥＧ）、ポリスチレン－ＰＥＧ、ポリイソブチレン－
ＰＥＧ、ポリカプロラクトン－ＰＥＧ（ＰＣＬ－ＰＥＧ）、ＰＬＡ－ＰＥＧ、ポリ（メチ
ルメタクリレート）－ＰＥＧ（ＰＭＭＡ－ＰＥＧ）、ポリジメチルシロキサン－ｃｏ－Ｐ
ＥＧ（ＰＤＭＳ－ＰＥＧ）、ポリ（フッ化ビニリデン）－ＰＥＧ（ＰＶＤＦ－ＰＥＧ）、
ＰＬＵＲＯＮＩＣ（商標）界面活性剤（ポリプロピレンオキシド－ｃｏ－ポリエチレング
リコール）、ポリ（テトラメチレングリコール）、ヒドロキシ官能性ポリ（ビニルピロリ
ドン）、例えばコラーゲン、キトサン、アルギネート、フィブリン、フィブリノゲン、セ
ルロース、デンプン、コラーゲン、デキストラン、デキストリンなどの生体分子、ヒアル
ロン酸の断片及び誘導体、ヘパリン、ヘパリンの断片及び誘導体、グリコサミノグリカン
（ＧＡＧ）、ＧＡＧ誘導体、多糖、エラスチン、キトサン、アルギン酸塩、又はこれらの
組合せを含む。一部の実施形態において、本明細書に記載されているサブストレートコー
ティング（ｓｕｂｓｔｒａｔｅ　ｃｏａｔｉｎｇ）は、上述のポリマーのどれでも除外す
ることができる。
【００２３】
　本明細書で使用する場合、ポリ（Ｄ，Ｌ－ラクチド）、ポリ（Ｌ－ラクチド）、ポリ（
Ｄ，Ｌ－ラクチド－ｃｏ－グリコリド）、及びポリ（Ｌ－ラクチド－ｃｏ－グリコリド）
という用語は、それぞれポリ（Ｄ，Ｌ－乳酸）、ポリ（Ｌ－乳酸）、ポリ（Ｄ，Ｌ－乳酸
－ｃｏ－グリコール酸）、又はポリ（Ｌ－乳酸－ｃｏ－グリコール酸）の用語と互換的に
使用することができる。
【００２４】
　一部の実施形態において、サブストレートコーティング又はベースコート（ｂａｓｅｃ
ｏａｔ）は、フルオロポリマー、例えばＳｏｌｅｆ（商標）ポリマー（例えば、ＰＶＤＦ
－ＨＦＰ）などを含むのが好ましい。
【００２５】
　一部の実施形態において、サブストレートコーティングは生体に有利な物質をさらに含
むことができる。生体に有利な物質は、ポリマー又は非ポリマーであってよい。生体に有
利な物質は、実質的に非毒性、非抗原性、及び非免疫原性であることが好ましい。生体に
有利な物質は、汚染されておらず、血液適合性であり、活発に血栓形成せず、又は抗炎症
であることによって、医薬的に活性な薬剤の放出にすべて依存することなく、装具の生体
適合性を強化するものである。
【００２６】
　生体に有利な代表的な物質は、ポリエーテル、例えばポリ（エチレングリコール）、コ
ポリ（エーテルエステル）（例えばＰＥＯ／ＰＬＡ）など、ポリアルキレンオキシド、例
えばポリ（エチレンオキシド）、ポリ（プロピレンオキシド）、ポリ（エーテルエステル
）、ポリアルキレンオキサレート、ポリホスファゼン、ホスホリルコリン、コリン、ポリ
（アスピリン）、ヒドロキシルを有するモノマーのポリマー及びコポリマー、例えばヒド
ロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）、ヒドロキシプロピルメタクリレート（ＨＰＭ
Ａ）、ヒドロキシプロピルメタクリルアミド、ポリ（エチレングリコール）アクリレート
（ＰＥＧＡ）、ＰＥＧメタクリレート、２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリ
ン（ＭＰＣ）及びｎ－ビニルピロリドン（ＶＰ）など、カルボン酸を有するモノマー、例
えばメタクリル酸（ＭＡ）、アクリル酸（ＡＡ）、アルコキシメタクリレート、アルコキ
シアクリレート、及び３－トリメチルシリルプロピルメタクリレート（ＴＭＳＰＭＡ）な
ど、ポリ（スチレン－イソプレン－スチレン）－ＰＥＧ（ＳＩＳ－ＰＥＧ）、ポリスチレ
ン－ＰＥＧ、ポリイソブチレン－ＰＥＧ、ポリカプロラクトン－ＰＥＧ（ＰＣＬ－ＰＥＧ
）、ＰＬＡ－ＰＥＧ、ポリ（メチルメタクリレート）－ＰＥＧ（ＰＭＭＡ－ＰＥＧ）、ポ
リジメチルシロキサン－ｃｏ－ＰＥＧ（ＰＤＭＳ－ＰＥＧ）、ポリ（フッ化ビニリデン）
－ＰＥＧ（ＰＶＤＦ－ＰＥＧ）、ＰＬＵＲＯＮＩＣ（商標）界面活性剤（ポリプロピレン
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オキシド－ｃｏ－ポリエチレングリコール）、ポリ（テトラメチレングリコール）、ヒド
ロキシ官能性ポリ（ビニルピロリドン）、生体分子、例えばフィブリン、ホスホリルコリ
ン、コリン、フィブリノゲン、セルロース、デンプン、コラーゲン、デキストラン、デキ
ストリン、ヒアルロン酸、ヒアルロン酸の断片及び誘導体、ヘパリン、ヘパリンの断片及
び誘導体、グリコサミノグリカン（ＧＡＧ）、ＧＡＧ誘導体、多糖、エラスチン、キトサ
ン、アルギン酸塩、シリコーン、ＰｏｌｙＡｃｔｉｖｅ（商標）並びにこれらの組合せを
含むが、これらに限らない。一部の実施形態において、サブストレートコーティングは、
上述のポリマーのどれでも除外することができる。
【００２７】
　ＰｏｌｙＡｃｔｉｖｅ（商標）という用語は、フレキシブルなポリ（エチレングリコー
ル）及びポリ（ブチレンテレフタラート）ブロック（ＰＥＧＴ／ＰＢＴ）を有するブロッ
クコポリマーを指す。ＰｏｌｙＡｃｔｉｖｅ（商標）は、ＰＥＧ及びＰＢＴなどのセグメ
ントを有する、ＡＢ、ＡＢＡ、ＢＡＢのコポリマーを含むこと（例えば、ポリ（エチレン
グリコール）－ブロック－ポリ（ブチレンテレフタラート）－ブロックポリ（エチレング
リコール）（ＰＥＧ－ＰＢＴ－ＰＥＧ））を意図している。
【００２８】
　好ましい実施形態において、生体に有利な物質は、ポリエーテル、例えばポリ（エチレ
ングリコール）（ＰＥＧ）又はポリアルキレンオキシドなどであってよい。
【００２９】
（生理活性薬剤）
　一部の実施形態において、本明細書に記載されているブロックコポリマーを、任意選択
で１種又は複数の生理活性薬剤と共に使用することによって、医療用具上にコーティング
を形成することができる。これらの生理活性薬剤は、治療用、予防用、又は診断用の薬剤
である任意の薬剤であってよい。これらの薬剤は、抗増殖性若しくは抗炎症の特性を有す
ることができ、又は他の特性、例えば抗腫瘍性、抗血小板性、抗凝血性、抗フィブリン性
、抗血栓性、抗有糸分裂性、抗生、抗アレルギー性、若しくは抗酸化性の特性を有するこ
とができる。さらにこれらの薬剤は、細胞分裂阻害剤、内皮の治癒を促進する薬剤、又は
平滑筋細胞増殖を失活させながら内皮細胞の付着、移動及び増殖を促進する薬剤であって
よい。適切な治療用及び予防用の薬剤の例は、治療用、予防用又は診断用の活性を有する
、合成した無機化合物及び有機化合物、タンパク質及びペプチド、多糖類及び他の糖、脂
質、並びにＤＮＡ及びＲＮＡの核酸配列を含む。核酸配列は、遺伝子と、相補的ＤＮＡに
結合して転写を抑制するアンチセンス分子と、リボザイムとを含む。生理活性薬剤のいく
つかの他の例は、抗体、レセプターリガンド、酵素、細胞接着性ペプチド、凝血因子、阻
害剤又は血栓溶解剤、例えばストレプトキナーゼ及び組織プラスミノゲンアクチベーター
など、免疫化のための抗原、ホルモン及び増殖因子、オリゴヌクレオチド、例えばアンチ
センスオリゴヌクレオチド及びリボザイムなど、並びに遺伝子治療に使用するレトロウイ
ルスベクターを含む。抗増殖性薬剤の例は、ラパマイシン及びその官能性又は構造上の誘
導体、４０－Ｏ－（２－ヒドロキシ）エチル－ラパマイシン（エベロリムス）及びその官
能性又は構造上の誘導体、パクリタキセル及びその官能性及び構造上の誘導体を含む。ラ
パマイシン誘導体の例は、４０－エピ－（Ｎ１－テトラゾリル）－ラパマイシン（ＡＢＴ
－５７８）、４０－Ｏ－（３－ヒドロキシ）プロピル－ラパマイシン、４０－Ｏ－［２－
（２－ヒドロキシ）エトキシ］エチル－ラパマイシン、及び４０－Ｏ－テトラゾール－ラ
パマイシンを含む。パクリタキセル誘導体の例は、ドセタキセルを含む。抗腫瘍性及び／
又は抗有糸分裂性の例は、メトトレキサート、アザチオプリン、ビンクリスチン、ビンブ
ラスチン、フルオロウラシル、塩酸ドキソルビシン（例えばＰｈａｒｍａｃｉａ　＆　Ｕ
ｐｊｏｈｎ、Ｐｅａｐａｃｋ　Ｎ．Ｊ．からのアドリアマイシン（登録商標））、及びマ
イトマイシン（例えばＢｒｉｓｔｏｌ－Ｍｙｅｒｓ　Ｓｑｕｉｂｂ　Ｃｏ．、Ｓｔａｍｆ
ｏｒｄ、Ｃｏｎｎ．からのＭｕｔａｍｙｃｉｎ（登録商標））を含む。そのような抗血小
板性、抗凝血性、抗フィブリン性、及び抗トロンビン性の例は、ナトリウムヘパリン、低
分子量ヘパリン、ヘパリノイド、ヒルジン、アルガトロバン、フォルスコリン、バピプロ
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スト、プロスタサイクリン及びプロスタサイクリンの類似体、デキストラン、Ｄ－ｐｈｅ
－ｐｒｏ－ａｒｇ－クロロメチルケトン（合成の抗トロンビン）、ジピリダモール、グリ
コプロテインＩＩｂ／ＩＩＩａ血小板細胞膜レセプター拮抗抗体、リコンビナントヒルジ
ン、トロンビン阻害剤、例えばＡｎｇｉｏｍａｘ（Ｂｉｏｇｅｎ，Ｉｎｃ．、Ｃａｍｂｒ
ｉｄｇｅ、Ｍａｓｓ．）、カルシウムチャネル遮断剤（例えばニフェジピン）、コルヒチ
ン、線維芽細胞増殖因子（ＦＧＦ）拮抗剤、魚油（ω３－脂肪酸）、ヒスタミン拮抗剤、
ロバスタチン（ＨＭＧ－ＣｏＡレダクターゼ阻害剤、コレステロール低下薬物、Ｍｅｒｃ
ｋ＆Ｃｏ．，Ｉｎｃ．、Ｗｈｉｔｅｈｏｕｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ、ＮＪからＭｅｖａｃｏ
ｒ（登録商標）という商品名で市販されている）、モノクローナル抗体（例えば血小板由
来増殖因子（ＰＤＧＦ）受容体に特異的なもの）、ニトロプルシド、ホスホジエステラー
ゼ阻害剤、プロスタグランジン阻害剤、スラミン、セロトニン遮断剤、ステロイド、チオ
プロテアーゼ阻害剤、トリアゾロピリミジン（ＰＤＧＦ拮抗剤）、スーパーオキシドジス
ムターゼ、スーパーオキシドジスムターゼ模倣剤、４－アミノ－２，２，６，６－テトラ
メチルピペリジン－１－オキシル（４－アミノ－ＴＥＭＰＯ）、エストラジオール、抗癌
剤、栄養補助食品、例えば様々なビタミンなど、並びにこれらの組合せを含む。ステロイ
ド性及び非ステロイド性の抗炎症剤を含む抗炎症剤の例は、バイオリムス、タクロリムス
、デキサメタゾン、クロベタゾール、コルチコステロイド又はこれらの組合せを含む。そ
のような細胞増殖抑制性物質の例は、アンジオペプチン、アンジオテンシン変換酵素阻害
剤、例えばカプトプリル（例えば、Ｂｒｉｓｔｏｌ－Ｍｙｅｒｓ　Ｓｑｕｉｂｂ　Ｃｏ．
、Ｓｔａｍｆｏｒｄ、Ｃｏｎｎ．からのＣａｐｏｔｅｎ（登録商標）及びＣａｐｏｚｉｄ
ｅ（登録商標））など、シラザプリル又はリシノプリル（例えば、Ｍｅｒｃｋ　＆　Ｃｏ
．，Ｉｎｃ．、Ｗｈｉｔｅｈｏｕｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ、ＮＪからのＰｒｉｎｉｖｉｌ（
登録商標）及びＰｒｉｎｚｉｄｅ（登録商標））を含む。抗アレルギー薬剤の一例は、ペ
ルミロラストカリウムである。適切であり得る他の治療用物質又は薬剤は、α－インター
フェロン、ピメクロリムス、イマチニブメシレート、ミドスタウリン及び遺伝子操作した
上皮細胞を含む。前述の物質は、プロドラッグ又はコドラッグの形態でも使用できる。前
述の物質は、その代謝物及び／又は代謝物のプロドラッグも含む。前述の物質は、例とし
てリストに挙げているが、これは制限するためのものではない。現在利用できる又は将来
開発され得る他の活性薬剤が等しく応用可能である。
【００３０】
　好ましい治療効果を得るのに必要とされる生理活性薬剤の用量又は濃度は、生理活性薬
剤が毒性を生じるレベルより低く、治療成果を失うレベルよりも上であるべきである。生
理活性薬剤の用量又は濃度は、患者の特別な事情、損傷の性質、所望する治療の性質、投
与する成分が血管の部位に留まる時間などの要素によって決めることができ、他の活性薬
剤が使用される場合には、その物質又はその物質との組合せでの性質及び種類によって決
めることができる。治療上有効な用量は、例えば適切な動物モデルの系からの血管に注入
し、免疫組織化学法、蛍光法又は電子顕微鏡法を用いて薬剤とその効果を検出することに
よって、又は適切なインビトロ試験を行うことによって、実験的に決定することができる
。用量を決定する標準的な薬理学的試験手順は、当業者により理解されている。
【００３１】
（移植可能な装具の例）
　本明細書で使用する場合、移植可能な装具は、ヒト又は獣医の患者に移植できる任意の
適切な医療用基材であってよい。そのような移植可能な装具の例は、自己拡張できるステ
ント、バルーン拡張できるステント、ステントグラフト、グラフト（例えば、大動脈グラ
フト）、心臓弁プロステーシス（例えば、人工心臓弁）又は血管グラフト、髄液短絡術、
ペースメーカー電極、カテーテル、内心膜性のリード（例えば、Ｇｕｉｄａｎｔ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｓａｎｔａ　Ｃｌａｒａ、ＣＡから市販のＦＩＮＥＬＩＮＥ及びＥＮ
ＤＯＴＡＫ）、並びに吻合部連結装置などの吻合を促進する装具を含む。装具の基礎をな
す構造は、実質的にどのような設計でもよい。装具は、金属物質又は合金、例えばコバル
トクロム合金（ＥＬＧＩＬＯＹ）、ステンレススチール（３１６Ｌ）、高窒素ステンレス
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」、「ＭＰ２０Ｎ」、ＥＬＡＳＴＩＮＩＴＥ（ニチノール）、タンタル、ニッケルチタン
合金、白金イリジウム合金、金、マグネシウム、又はこれらの組合せを含むことができる
が、これだけには限定されない。「ＭＰ３５Ｎ」及び「ＭＰ２０Ｎ」は、コバルト、ニッ
ケル、クロム及びモリブデンの合金の商品名であり、Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｐｒｅｓｓ　Ｓ
ｔｅｅｌ　Ｃｏ．、Ｊｅｎｋｉｎｔｏｗｎ、ＰＡから市販されている。「ＭＰ３５Ｎ」は
、コバルト３５％、ニッケル３５％、クロム２０％、及びモリブデン１０％からなる。「
ＭＰ２０Ｎ」は、コバルト５０％、ニッケル２０％、クロム２０％、及びモリブデン１０
％からなる。生体吸収性ポリマー又は生体安定性ポリマーで作製された装具であれば、本
発明の実施形態で使用することができるであろう。そのような装具は、例えば、生体吸収
性ステントであってよい。
【００３２】
（使用の方法）
　本発明の実施形態に従い、本明細書で使用する場合、医療用具は、例えばステントであ
ってよい。１種又は複数の活性薬剤を含む装具では、装具を送達及び拡張する間、薬剤は
ステントなどの装具上に留まり、所望の速度で、所定時間の間、移植した部位で放出され
るであろう。
【００３３】
　装具は、ステントが好ましい。本明細書に記載されているステントは、例えば、胆管、
食道、気管／気管支及び他の生体の通路において腫瘍で引き起こされた閉塞の治療を含め
た様々な医学的処置に有用である。上記のコーティングを有するステントは、平滑筋細胞
の異常又は不適当な移動及び増殖、血栓症、並びに再狭窄により引き起こされた閉塞され
た血管領域を治療するために特に有用である。ステントは、動脈及び静脈の両方の、広範
囲の血管に配置し得る。部位の代表的な例は、腸骨動脈、腎動脈及び冠状動脈を含む。
【００３４】
　ステントの移植のためには、まず血管造影を実行し、ステント治療の適切な位置決めを
行う。血管造影は、Ｘ線撮影をしながら、動脈又は静脈に挿入したカテーテルを介して、
Ｘ線不透過性対比剤を注入することによって通常行う。次いでガイドワイヤーを病変部位
又は提案された治療部位へと進行させる。ガイドワイヤー上を送達カテーテルを通過させ
、これによりつぶれた形状でのステントを通路へ挿入するのが可能となる。この送達カテ
ーテルは、大腿動脈、上腕動脈、大腿静脈、又は上腕静脈に、経皮的又は外科的のいずれ
かにより挿入し、蛍光透視のガイダンスをもとに、血管系を介してカテーテルを操縦する
ことによって、適切な血管へと進行させる。上記コーティングを有するステントは、次い
で所望の治療領域で拡張し得る。挿入後の血管造影を利用して、適切な位置決めを確かめ
ることもできる。
【００３５】
［実施例］
　本明細書に記載されているブロックコポリマーを使用して、アセトン／ジメチルホルム
アミド（ＤＭＦ）（４：１）中のブロックコポリマー２重量％溶液から、スプレーコーテ
ィングによりステント上にコーティングを形成することができる。
【００３６】
　本発明の特定の実施形態が明示及び記載されたが、当業者であれば、より広範な態様に
おいて本発明から逸脱することなしに、変更及び修正がなされることが可能であることが
明らかであろう。したがって、付随する特許請求の範囲は、本発明の真の趣旨及び範囲内
に入る、そのような変更及び修正のすべてをその範囲内に包含するものである。
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